
令和８年度第 75回北海道高等学校家庭科教育研究協議会開催要項 
 

１ 目  的  家庭科教育に関する諸問題を研究し、会員の資質向上と北海道高等学校家庭科教育の
振興を図る。 

 
２ 主  催 北海道高等学校長協会家庭部会 
 
３ 後  援 北海道教育委員会 札幌市教育委員会 北海道産業教育振興会 北海道高等学校長協会 
 
４ 主  管 北海道高等学校家庭科教育研究協議会運営研究協議会 
 
５ 期  日 令和８年（2026年）７月 29日（水）・30日（木） 
 
６ 会  場  北海道立道民活動センター「かでる２・７」 
       （札幌市中央区北２条西７丁目道民活動センタービル TEL 011-204-5100） 
 
７ 研究主題 よりよい生活を創造する力をはぐくむ家庭科教育の充実を目指して 
 
８ 研究観点 (１)社会の変化に対応する家庭科教育の充実を目指す教育課程の編成・実施の工夫と改善 
       (２)基礎的・基本的な知識や技能の習得を目指す学習指導と評価の工夫と改善 
       (３)思考力・判断力・表現力の育成を目指す学習指導と評価の工夫と改善 
       (４)家庭・地域と連携した実践的・体験的な学習活動の指導と評価の工夫と改善 

      (５)問題解決能力の育成を目指すホームプロジェクトと学校家庭クラブ活動の指導と 
評価の充実 

９ 日  程 
 【前 日】 ７月 28日（火）１３：３０～１７：００ 事前研究協議会 
       《かでる２・７  730研修室》 
       ※参加対象者  提言者・助言者・司会者及び運営研究員・事務局 他 
 
  【１日目】 ７月 29日（水）かでる２・７ 
 
   
   
 
 
 
 
 
 

9:10 
～9:30 

9:30 
～10:05 

10:10 
～12:30 

12:30 
～13:30 

13:30 
    ～15:50 

16:00 
～17:00 

 
 
 

受 付 
 
 
 
 

●開会式 
●オリエン 
テーション 

●調査研究委
員会報告 

 

■全体会Ⅰ 
 ・講話 
「なぜ今、家
庭科で "金
融経済 "を
教えるのか
～生徒が社会
で生き抜くた
めに伝えたい
こと～」 

・研究発表 

 
 
 
昼 食 
 
 
 

■分科会 
（研究協議） 

・820研修室 
・510会議室 
 
■校長部会 
【810会議室 B】 

■全体会Ⅱ 
 ・分科会報告 
 ・講評 

 
【８階 820研修室】 

 

 
【８階 820研修室】 

 
 
 【２日目】 ７月 30日（木）かでる２・７ 

◆グループ別体験研修講座    《        受講予定時間        》  
 
Ａ 防災教育セミナー      《 受付 9:10～  9:30～12:00 》 

かでる２・７（６階 620会議室） 
Ｂ 環境教育セミナー      《 受付 9:10～  9:30～12:00 》 
                        かでる２・７（５階 510会議室） 
Ｃ 消費生活・金融教育セミナー 《 受付 9:10～  9:30～12:00 》 
                        かでる２・７（５階 540会議室） 
Ｄ ＩＣＴセミナー       《 受付 9:10～  9:30～12:00 》 
                        かでる２・７（６階 610会議室） 
 

 



10 内  容 

【１日目】７月 29日（水） 

 ■開会式 ９：３０～９：５０ 

     ・開式の辞 
     ・主催者挨拶    北海道高等学校長協会家庭部会長 
                      （江別高等学校長）     箕 浦 真 人 
     ・来賓挨拶     北海道教育庁学校教育局高校教育課長    古御堂   徹 様 
   

■オリエンテーション  ９：５０～１０：００ 
   北海道高等学校家庭科教育研究協議会会長 （北海道松前高等学校長） 上 村 晴 美 

 
■調査研究委員会報告 １０：００～１０：０５ 

   北海道高等学校長協会家庭部会調査研究委員長（市立函館高等学校長） 佐 紺 摂 子 
 

■全体会Ⅰ １０：１０～１２：３０ 
  □ 講話 「なぜ今、家庭科で"金融経済"を教えるのか 

～生徒が社会で生き抜くために伝えたいこと～」《 10:10～11:10 》 
     文部科学省消費者教育アドバイザー・生活経済ジャーナリスト  あんびる えつこ 様  
 
   □ 研究発表 
     ※担当地区【十勝・空知】《 11:20～12:20 》 
 
     提言１ 十勝 共同提言  

保育分野：北海道足寄高等学校          佐 藤 真 世 教諭 
福祉分野：北海道幕別清陵高等学校         堀 田 明 子 教諭 
食を中心とした商品開発：北海道上士幌高等学校  大河原 亜 美 教諭 
 

      発表題  地域人材との連携をはかった家庭科教育を目指して ～保育・福祉・商品開発 
の分野にて～ 

 
研究観点  
（４）家庭・地域と連携した実践的・体験的な学習活動の指導と評価の工夫と改善 
 

     提言２ 空知 北海道夕張高等学校   坂 本 佳 子 教諭 
 

発表題  ICT機器の活用と教科間連携授業による社会の変化に対応した教科指導の充実 
について 

 
研究観点 
（１）社会の変化に対応する家庭科教育の充実を目指す教育課程の編成・実施の工夫と改善 

 
  ■分科会  １３：３０～１５：５０ 

分科会 
（会場名） 

提言者 
※研究発表者 

助言者 
 

司会 
【次年度等発表地区】 

記録 
※運営研究員  

第１分科会 
(820 研修室) 
 
 
 

□十勝 
足寄高校 
佐藤 真世 教諭 
幕別清陵高校 
堀田 明子 教諭 
上士幌高校 
大河原亜美 教諭 

 
北広島高校 
吉村佳名子 教頭 
上富良野高校 
千葉 和代 教頭 

【留萌・宗谷】 
羽幌高校 
吉田 祐貴 教諭 
豊富高校 
長野 祐果 教諭 

 
札幌厚別高校 
上野 博美 教諭 
小樽水産高校 
遠藤由希子 教諭 

第２分科会 
(510会議室) 
 
 
 

□空知 
夕張高校 
坂本 佳子 教諭 

 
札幌白石高校 
石川 博史副校長 
清水高校 
田中 裕子 教頭 

【渡島・檜山】 
七飯高校 
黒澤比呂子 教諭 
長万部高校 
松谷 良子 教諭 

 
長沼高校 
瀬尾 敦子 教諭 
北見工業高校 
皆川由美子 教諭 
 

 
 
 



  ■校長部会  １３：３０～１５：５０  （担当：道校長協会家庭部会事務局 江別高校） 
      ※全国高等学校長協会家庭部会北海道地区校長会を兼ねる。 
 
   □説 明「全国高等学校家庭科教育の現状と課題について」（予定） 
          全国高等学校長協会家庭部会副理事長            

（埼玉県立鴻巣女子高等学校長）            秋 元 俊 一 様 
    

□報  告「全国高等学校長協会家庭部会総会・研究協議会について」 
北海道高等学校長協会家庭部会長（江別高等学校長）   箕 浦 真 人 

 
□研究協議他 
 

  ■全体会Ⅱ  １６：００～１７：００ 
□来 賓 挨 拶《 16:00～16:05 》全国高等学校長協会家庭部会副理事長 

                  （埼玉県立鴻巣女子高等学校長）  秋 元 俊 一 様 
                     
   □分科会報告《 16:05～16:15 》 

・第１分科会報告者（小樽水産高等学校 教諭） 遠 藤 由希子 
             ・第２分科会報告者（長沼高等学校 教諭）   瀬 尾 敦 子 
 
   □講   評《 16:20～16:50 》 
    北海道教育庁上川教育局教育支援課学校教育指導班指導主事    荒   嘉 律 様                                
     
    □連 絡 等《 16:50～16:55 》 

交流会の案内 〈時間〉17：30～19：30 
〈場所〉カフェ・ド・マデル（かでる２階） 
〈会費〉４,５００円 （税込） 

 
 【２日目】７月 30日（木） グループ別体験研修講座 

 内    容 （ 講師名 ） 会   場 費用その他 
Ａ 防災教育 

セミナー 
 
(20名程度) 
 

 多様な社会で災いを防ぐ～社会課題に
働きかける実践事例～ 
 
NPO法人防災したっけ 代表理事 
北海道大学環境科学院非常勤講師 
北海道防災会議委員 
水口 綾香 様 
 

かでる２・７ 
（６階 620会議室） 
 

500円程度（金額 
の変更は多少あ 
り。当日、会場で 
お支払い願いま 
す） 
 
※防災食を試食
する予定 

Ｂ 環境教育 
セミナー 
 

(20名程度) 

 

「家庭科で育成する持続可能な社会の
創り手～ＥＳＤ実践講座～」 

 
 群馬県立尾瀬高等学校 非常勤講師  
 群馬県立沼田高等学校 非常勤講師  
松井 孝夫 様 
 

かでる２・７ 
（５階 510会議室） 

無料 
筆記用具持参 

Ｃ 消費生活・金
融教育セミ
ナー 

 
(20名程度) 

「消費者教育から考える 金融経済教
育の実践ワークショップ」 
 
文部科学省消費者教育アドバイザー 
生活経済ジャーナリスト 
あんびる えつこ 様 
 

かでる２・７ 
（５階 540会議室） 

無料 
筆記用具持参 

Ｄ ＩＣＴ 
  セミナー 
 
(20名程度) 

誰でも使えるＡＩがやってきた Vol.２ 
～仕事や生活に活用するこつ～ 
※上級編 
 
北海道情報大学  
総合情報学部・経営情報学科 
学科長・教授  藤本 直樹 様 

かでる２・７ 
（６階 610会議室） 

無料 
筆記用具持参 
無線 LAN（Wi-Fi）
に接続できる 
ノートパソコン、 
タ ブ レ ッ ト 、
Chromebook等 

 
 ※希望人数多数により収容人数を超える場合は事務局での抽選とし、結果を連絡しますが、希望通り

の場合の連絡はいたしませんのでご了承願います。 



11 参加申し込み 
(1) 参加費  

校長協会家庭部会加盟校の教諭等  ３,０００円 
校長協会家庭部会未加盟校の教諭等 ３,５００円 

 
(2) 交流会費  ４,５００円 
 
(3) 参加申し込み方法 
 ア 右下のＱＲコードを読み込み、Googleフォームで７月１日（水）までに申し込みをお願いしま

す。学校ごとではなく、個人での申し込みになります。 
 
◆記入上の留意事項 
・自校が「北海道高等学校長協会家庭部会」に加盟しているかを、必ず確認してください。 
・参加料等の納入は、提言者・助言者・司会者・記録者・運営研究員など全ての方が対象となり 
ます。（校長先生は、交流会に参加の場合のみ、費用がかかります。） 
例）【校 長】7/29全体会・校長部会参加：無料 
  【校 長】7/29全体会・校長部会・交流会参加：交流会費 4,500円 
  【教諭等】7/29全体会・分科会、7/30体験研修講座参加： 

家庭部会加盟校 3,000円 家庭部会未加盟校 3,500円 
【教諭等】7/29全体会・分科会・交流会、7/30体験研修講座参加： 

家庭部会加盟校 7,500円 家庭部会未加盟校 8,000円 
・体験研修については、第１希望通りにならなかった方へは事務局より連絡しますが、希望通
りの方へは、改めての連絡はいたしませんので、ご了解願います。 

・急遽、参加を取り止める場合は、事務局まで必ず連絡してください。基本的に、振り込み手数
料を除いた金額を返金します。ただし、７月 14日（火）以降、参加取り止めの連絡をいただい
た場合は、参加料等は返金できませんのでご留意願います。 

 
イ 納入金（振込額）は、７月１日（水）までに次の振込先に振り込み願います。 
 

※ゆうちょ銀行振込先【銀行名】 ゆうちょ銀行   
【口座番号】１９０５０－１６７５８３９１   
【口座名】北高家研究協議会（ホクコウカケンキュウキョウギカイ） 
 

        ※ゆうちょ銀行以外の金融機関から振り込む場合     
【金融機関コード】 ９９００     

     【店    番】 ９０８     【店  名】 九〇八店（キュウゼロハチ店） 
【預金種目】 普通預金      【口座番号】  １６７５８３９ 

 
◆振り込み時の留意事項 
・振り込み時、振り込まれる高校名に北海道を記入しないでください。 

    【例】「北海道●●高等学校（氏名○○○○）」→「●●高校 ○○○○」と記入 
・振り込み手数料については、各自ご負担願います。 

           https://forms.gle/mEZamLwVdwFqE4WE6                     

                                             

 ◆当日資料について 
・今年度より、研修会当日に資料冊子は配付しません。 
・当日資料は７月中旬以降に、北海道高等学校長協会家庭部会の HP に掲載します。各自ダウ 
ンロード等していただき、ご準備くださいますようお願いします。参加者にはパスワードを
お知らせします。 

  北海道高等学校長協会家庭部会 HP https://www.do-kateibukai.hokkaido-c.ed.jp/ 
 
【問合せ先】 
 令和８年度第 75回北海道高等学校家庭科教育研究協議会 事務局：北海道松前高等学校 

〒049-1501 松前郡松前町字建石 216番地 ℡・Fax（0139）42-2149  
担当（教諭）島村  緑 

https://forms.gle/mEZamLwVdwFqE4WE6　
https://www.do-kateibukai.hokkaido-c.ed.jp/


 


